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あ だ ち 広 報 は 毎 月10 日・25 日 、

ズームアップ1 月号は5 日新聞折込

年
末
年
始
の
業
務
案
内

休
日
応
急
診
療
所

1
2月
2
9日
か
ら
1
月
3
日
お
よ
び
5

日
は
休
日
診
療
所
(
下
表
)
を
開
設
し

ま
す
。
※
4
日
は
開
設
し
ま
せ
ん

救
急
病
院
等
の
ご
案
内

消
防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

◆
休
日
や
夜
間
な
ど
の
医
療
機
関
案
内

を
行
っ
て
い
ま
す
。

(
3
2
1
2
)
2
3
2
3

#
7
1
1
9
(

プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
回
線
電

話
機
の
短
縮
番
号
で
す
)

◆
火
災
や
そ
の
ほ
か
の
災
害
の
問
い
合

わ
せ
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

(
3
2
1
2
)
2
1
1
9

夜
間
休
日
診
療
機
関
等
の
ご
案
内

医
療

機
関

案
内

「
ひ

ま
わ

り

」
(
東

京

都

保
健

医
療

情
報

セ

ン
タ

ー
)

(
5
2
7
2
)
0
3
0
3

h
t
t
p
:
/
/
h
i
m
a
w
a
r
i
.
t
o
k
y
o
-
h
p
c
.

o
「
・一
疋

※
食
中

毒

、
感
染

症
発

生

な
ど

の
緊
急

の
場
合

は

、
医
療

機
関

案
内

「
ひ
ま

わ

り

」
に
連
絡

し
て

く

だ
さ

い

休日診療所一覧

年末=12 月30 日(月)まで、ただし28 日 、29日はお休み 年始=1 月6 日(月)から

問先= 足立東営業所 　5681- 2151/ 足立西営業所 　3896- 4221

▽ 夜間および休み期間中の水漏れなど緊急 の場合は、水道局荒川営業所まで

問先= 荒川営業所 　3802 ー2164

水
道
局

1 月 の 休 日 接 骨 院 当 番 所

骨折や脱きゅう、ねんざ・打撲などの応急施術
を当番制で行っています。 《衛生管理課》

※ いずれも時問は、午前9時～午後5時

年末年始のごみ等の収集日一覧表 ◆ 年末年始の戸籍関係届けを受け付けます
婚姻・出生・死亡などの戸籍関係の届けはすべて、年末年始も夜間・
休日受付窓口( 区役所中央館地下1 階) で受け付けます。

問先= 戸籍届出係

区の窓口業務
■ = 休業日

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
/
宿

泊
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

4
・
5
面
▽
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理
な
ど
を
公
表
し
ま

す
/
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
掲
示
板
/

ひ
ろ
ば

8
面
▽
▽
▽
投
票
区
域
が
変
わ
り
ま
す
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ

ち

区長へのファクス
FAX3880- 5678
回答しますので、氏名・
連絡先を記入して
ください

葦

立
ち

「
新
し
い
風

」

竹
ノ
塚
駅
周
辺
で
行
わ
れ
た
光
の

祭
典
は
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う

か
。
大
勢
の
方
が
訪
れ
、
新
し
い
出

会

い
も
生
ま
れ
た
こ
と
と
思

い
ま

す
。早

い
も
の
で

、
今
年
も
あ
と
わ
ず

か
と
な
り
ま
し
た

。
今
年
は
、
ソ
ル

ト
レ
イ
ク
シ
テ
イ
冬
季
五
輪
や
日
韓

共
催
の
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

と
ス
ポ
ー
ツ
の
感
動
と
興
奮
に
酔
い

し
れ
た
1
年
で
し
た

。

ま
た
、
釜
山
ア
ジ
ア
大
会
で
は
、

区
内
在
住
の
藤
野
舞
子
さ
ん
が
水
泳

の
4
0
0
個
人
メ
ド
レ

ー
で
銀
メ
ダ

ル
。
新
井
由
可
さ
ん
が
ク
レ

ー
射
撃

(
団
体
)
で
銅
メ
ダ
ル
と
大
健
闘
を

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
(

ズ
ー
ム
ア

ッ
プ
ー
月
5

日
号
で
紹
介
)
。

暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
昨
今
で
す

が
、
こ
の
よ
う
な
話
題
は
私
た
ち
の

心
を
明
る
く
し
て
く
れ
ま
す
。

区
政
に
目
を
転
じ
て
み
る
と
、
1
3

年
度
決
算
は
、
5
年
ぶ
り
に
実
質
単

年
度
収
支
が
黒
字
と
な
り
、
明
日
の

足
立
の
胎
動
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
る
か
ぜ
　

「
綾
瀬
～
六
ツ
木
都
住
」
の
開
業
や

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

「
風
の

子

」
の
オ
ー
プ
ン
な
ど
、
ど
れ
も
区

民
生
活
に
密
着
し
た
事
業
の
進
展
が

計
ら
れ
ま
し
た

。

今
後
と
も
区
民
の
皆
さ
ん
と
の
多

様
な
協
働
関
係
を
基
礎
に
し
て

、
こ

の
足
立
か
ら
新
し
い
風
を
吹
か
せ

、

希
望
と
活
力
の
あ
る
区
政
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す

。

こ
の
1
年
区
民
の
皆
様
の
ご
協
力

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
健
や
か
な

新
年
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
お
祈
り

し
ま
す
。足立区長

　鈴
木
恒
年

世帯と人口 ( 14年12月1 日現在　外国人含む) 世帯数: 288, 194 人口: 642, 374人( 男: 324, 456人 、女: 317, 918人)
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保

健

福

祉

ガ

イ

ド

定員に先着順
とあるものは
12月26 日
から受け付け

2・3面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880- 5111( 代)

凡
例

・ 魚 劔 ・ ・・ 嘸 し 靱 尠 墺 讖

卜・。。。-べI 、;…… …………冫 二 、l、S
争 廟 糶j ・l t ・、申j じ 応 み 繼 攤

秦 菷 ・ 嶼j ・ 輯 矚4t り 啝 腎 ・　

魚 し 込 軅 劔 ・ 聞 な噛 ね 竸 抛

争 貪 抛 ぬ 鈿 羹 ぬ 齟6 嗚 ぬ ば 無 鶫

両
親
学
級
(
2
日
制
)

日
時
=
1
月
2
5
日
出
、
午
前
9
時
3
0

分
～
H
時
3
0
分
/
2
月
7
日
閙
、
午

後
7
時
～
9
時
内
容
=
家
族
で
子

育
て
(
寝
る
子
は
育
つ
・
食
事
・
4

び
)

講
師
=
遠
藤
優
子
氏
(
遠
藤
嗜

癖
問
題
相
談
室
室
長
)

定
員
=
2
5

組
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=
竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

児
童
扶
養
手
当
・
特

別
児
童
扶
養
手
当
証

書
を
送
付
し
ま
し
た

手
当
受
給
者
で

、
1
4
年
度
の
現
況

届
を
期
限
内
に
提
出
し
た
方
に
は
1
1

月
か
ら
1
2
月
に
証
書
を
送
付
し
ま
し

た

。
所
得
超
過
で
支
給
停
止
に
な
っ

て
い
る
方
に
は
、
支
給
停
止
通
知
の

送
付
の
み
で
証
書
の
交
付
は
あ
り
ま

せ
ん
。
現
況
届
の
手
続
き
が
済
ん
で

い
な
い
方
は

、
受
給
資
格
が
認
定
で

き
ま
せ
ん
の
で
至
急
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

問
先
=
家
庭
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

酒
害
相
談
グ
ル
ー
プ

日
時
=
1

月
9
1一日
脚
・
2
月
1
8日

閃
・
3
月
1
8日
脚
、
午
後
2
時
～
3

時
3
0分

対
象
=
区
内
在
住
で
、
お

酒
を
や
め
た
い
方
/
や
め
さ
せ
た
い

家
族
お
よ
び
関
係
者
の
方

申
込
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

子
育
て
支
援
研
修

日
時
=
1
月
2
3
日
困
、午
前
1
0
時
3
0

分
～
正
午
対
象
=
O
～
3
歳
の
乳

幼
児
の
保
護
者
・
区
内
で
子
育
て
支

援
に
関
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

内
容
=
子
ど
も
の
あ
そ
び
と
関
わ
り

方

講
師
=

竹
谷
志
保
子
氏
(

う
め

だ
あ
け
ぽ
の
学
園
心
理
)

定
員
=
3
0

人

申
込
=

電
話
ま
た
は
当
日
直

接
窓
口

※
O

～
3

歳
ま
で
の
保
育

あ
り
(

参
加
申
し
込
み
時
に
受
け
付

け
)

場
・
申
・
問
先
=

こ
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー

(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

生
活
習
慣
病
予
防
健
診

高
血
圧
こ
咼
脂
血
症
・
糖
尿
病
の

予
防
を
目
的
と
し
た
健
康
診
査

対

象
=
申
込
日
現
在
で
4
0歳
以
上
の
区

民
(
職
場
な
ど
で
健
康
診
査
を
受
け

る
機
会
が
あ
る
人
を
除
く
。
1
年
に
I

回
の
み
)

内
容
=
診
察
、
血

液
、
尿
、
心
電
図
な
ど
に
よ
る
心

臓
・
肝
機
能
・
腎
機
能
な
ど
の
検
査

場
所
=
区
内
指
定
医
療
機
関

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
「
生
活
習

慣
病
予
防
健
診
希
望
」
を
明
記
。
2

週
間
後
に
受
診
票
と
案
内
を
送
付

問
・
申
先
=
足
立
保
健
所
健
康
推
進

課
成
人
保
健
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
1

高
脂
血
症
予
防
ダ
イ
エ

ッ
ト
教
室
(
2
日
制
)

日
時
=
1
月
2
0
日
㈲
・
2
7
日
㈲
、
午

後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
定
員
=

5
0人
(
先
着
順
)

内
容
=
肥
満
と
病

気
の
関
係
/
食
事
と
運
動
で
ウ
ェ
イ

ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

場
・
申
・
問
先
=

竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

B
型
・
C
型
肝
炎
ウ
ィ

ル
ス
検
査

B
型
・
C
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
、

主
に
血
液
を
介
し
て
感
染
し
、
肝
臓

に
炎
症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
慢
性

化
し
た
場
合
は
、
2
0
～
3
0
年
ぐ
ら
い

で
肝
硬
変
や
肝
が
ん
が
発
生
し
や
す

く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
、
輸
血
な
ど
に
よ
る
感

染
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
現
在
で

は
予
防
体
制
が
整
っ
て
い
る
た
め
、

そ
の
よ
う
な
心
配
は
ほ
と
ん
ど
な
く

な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
区
で
は

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
を
少
な
く
と

も
一
生
涯
に
1
度
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
健
診
を
行
っ
て
い
ま
す
(
表
1
・
1
8

年
度
ま
で
)
。ま
だ
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
精
密
検
査

(初
診
の
み
)
の
助
成
・
入
院
医
療

費
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
(
表
2
)
。

問
先
=
成
人
保
健
係
ま
た
は
各
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
6
)

表1　 区が実施している肝炎ウイルス検査

表2　 都のウイルス肝炎医療等助成制度

※ 生活保護法による医療扶助を受けている方は、助成の対象となりません

歯
周
病
健
診

1
年
度
に
1
回
受
診
で
き
ま
す
。

対
象
=
4
0
歳
～
6
0
歳
の
区
民
期
間

=
通
年

場
所
=
区
内
指
定
歯
科
医

療
機
関

内
容
=
歯
周
病
な
ど
の
歯

科
健
診

定
員
=

千
4
0
0人
(
先
着

順
)
申
込
=
(

ガ
キ
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)

、
生
年

月
日

、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

「
歯
周
病
健
診
希
望
」
を
明
記

※

後
日

、
受
診
票
と
案
内
を
送
付

申

・
問
=
足
立
保
健
所
健
康
推
進
課
成

人
保
健
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央

本
町
1
-
1
7
-
1

産
休
代
替
保
健
師
募
集

対
象
=
保
健
師
な
ど
の
資
格
を
持
つ

方

業
務
内
容
=
保
健
指
導
、
各
種

健
診
業
務
補
助

勤
務
条
件
等
=
週
5

日

、
日
額
9
千
6
5
0円

定
員
=
I

人

申
込
=
履
歴
書
送
付
(
1
月
1
0

日
必
着
)

採
用
=
1
5
年
1
月
2
0日

～
1
6年
3
月

選
考
方
法
=
書
類
選

考
お
よ
び
面
接
(
後
日
通
知
)

勤
務

場
所
・
申
・
問
先
=
竹
の
塚
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

〒
1
2
1・0
8
2
2

西
竹
の
塚
2
-
1
2
-
8

(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

老
人
医
療

限
度
額
を
超
え
た
医

療
費
が
戻
り
ま
す

支
払
っ
た
医
療
費
が
限
度
額
を
超

え
た
時
、
申
請
に
よ
り
超
え
た
額
に

つ
い
て
後
日
お
返
し
し
ま
す
。

対
象
の
方
に
は
高
額
医
療
費
支
給

申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。
指
定
の
事

項
を
記
入
し
て
返
送
す
る
か
ま
た
は

窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
申
請
書
の
送
付
は
診
療
月
か
ら
2

ヵ
月
経
過
後
に
な
り
ま
す
。

問

先
=
高
齢
医
療
係

(
3
8
5
0
)
5
8
7
4

足
立
区
生
業
資
金

期
間
=
1
月
7
日
～
1
7
日
(
用
紙
配

布
は
1
2月
2
5日
か
ら
)

対
象
=
生

活
保
護
受
給
中
ま
た
は
受
け
る
お
そ

れ
が
あ
り
、
一
般
金
融
機
関
か
ら
の

融
資
が
困
難
な
個
人
事
業
主
の
方

で
、
こ
の
融
資
を
受
け
る
こ
と
で
独

立
の
生
計
が
立
て
ら
れ
、
次
の
す
べ

て
の
条
件
を
満
た
す
方
・
:区
内
に
1

年
以
上
居
住
/
世
帯
の
生
計
を
立
て

る
住
民
登
録
上
の
世
帯
主
/
事
業
の

新
規
ま
た
は
拡
充
が
目
的
/
世
帯
員

全
員
の
住
民
税
が
非
課
税
/
確
実
な

連
帯
保
証
人
が
1
人
い
る
/
使
途
は

原
則
と
し
て
設
備
資
金

貸
付
額
=
1

世
帯
2
0
0万円
以
内
(
予
定
利
率
0
.
4
%

、据
置
期
間
中
は
無
利
子
)

返

済
方
法
=
6
ヵ
月
据
置
後
6
0回
元
利

均
等
償
還

申
込
=
申
込
書
を
民
生

係
窓
口
に
持
参

※
用
紙
は
民
生
係

窓
口
、
区
民
事
務
所
(
中
央
本
町
区

民
事
務
所
は
除
く
)
、福
祉
事
務
所
、

勤
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
配

布

申
・
問
先
=
民
生
係

健康カレンダー　1 月の予定
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障
害
別
福
祉
相
談

障
害
に
か
か
わ
る
生
活
経
験
を
持

ち
、
区
か
ら
委
託
を
受
け
た
相
談
員

が
、
障
害
の
あ
る
方
の
生
活
上
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
の
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
(
表
3
)
。
場
所
=
竹
の

塚
障
害
福
祉
館

問
先
=
東
部
障
害

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

表3　1 月の相談実施日在宅介護支援センター　1 月の家族介護者教室

満
7
0歳
に
な
る
方

都
外
か
ら
転
入
し
た

方
へ
の
都
シ
ル
バ
ー

パ
ス
の
お
知
ら
せ

対
象
=
満
7
0歳
に
な
る
月
の
初
日
か

ら
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、

高
齢
者
福
祉
手
当
受
給
者
お
よ
び
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者
は
除
き

ま
す
。
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
は
、
都
バ

ス
・
都
営
地
下
鉄
・
都
電
・
都
内
民

営
バ
ス
に
利
用
で
き
ま
す
。
有
効
期

間
は
発
行
日
か
ら
1
5年
9
月
3
0日
ま

で
で
す
。
費
用
=
ご
本
人
の
1
4年

度
住
民
税
が
課
税
の
方
・
:
2万
5
1
0

円
/
非
課
税
の
方
・
:千
円

申
込
=
1
4

年
度
住
民
税
が
課
税
の
方
は
①

を
、
非
課
税
の
方
は
①
と
②
を
持
参

の
上
、
シ
ル
バ
ー
パ
ス
取
り
扱
い
事

業
所
の
窓
口
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
(
表
4
)
。
①
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
が
確
認
で
き
る
身
分
証
明
書

(保
険
証
ま
た
は
運
転
免
許
証
な

ど
)
②
住
民
税
非
課
税
証
明
書
(
非

課
税
の
方
の
み
)

問
先
=
㈱
東
京

バ
ス
協
会

(
5
3
0
8
)
6
9
5
0

ま
た
は
在
宅
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
2
5
7

表4　 東京都シルバーパス取り扱い事業所一覧表

※ 年末年始の取り扱いは、各事業所にお問い合わせください

消
化
器
が
ん
検
診

胃
と
大
腸
の
が
ん
検
診
を
行
っ
て

い
ま
す
。
胃
の
検
診
で
は
、
ペ
プ
シ

ノ
ゲ
ン
法
と
X
線
撮
影
法
の
い
ず
れ

か
を
選
べ
ま
す
。
ベ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法

は
少
量
の
採
血
で
す
み
ま
す
の
で
、

気
軽
に
受
診
で
き
ま
す
。

日
程
等
=

表
5

対
象
=
3
5歳
以
上
の
区
民

※
胃
を
切
除
し
た
方
、
胃
の
病
気
で

治
療
中
の
方
、
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
で

要
精
密
検
査
と
な
っ
た
方
は
除
く
。

じ
ん
不
全
の
方
は
X
線
撮
影
法
の
み

可
。
い
ず
れ
の
場
合
も
大
腸
が
ん
検

診
の
み
の
受
診
も

可
内
容
=
①
ペ

プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
胃

が
ん
検
診
と
検
便

に
よ
る
大
腸
が
ん

検
診
②
X
線
撮

影
法
胃
が
ん
検
診
　

(
中
央
本
町
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
の

み
で
受
診
可
)
と

検
便
に
よ
る
大
腸

が
ん
検
診
定
員

=
5
5
～
6
0
人
申

込
=
(

ガ
キ
に
郵

便
番
号

、
住
所

、
氏
名
(

フ
リ

ガ

ナ
)
、
生
年
月
日

、年
齢

、
性
別

、
電

話
番
号

、
表
5

よ
り
胃
が
ん
検
診
名

(
①
血
液
検
査
②
X

線
撮
影
の
い
ず

れ
か
一
方
を
選
択
)
、検
診
日

、
受
診

場
所
を
第
3

希
望
ま
で
明
記

。

期

限
=

受
診
希
望
月
の
前
月
1
5
日
必

着

。
受
診
票
の
送
付
は
前
月
末
日

(
2
月
を
希
望
す
る
場
合

、
1
月
1
5

日
必
着

、
受
診
票
の
送
付
は
1
月
末

日
)

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
希
望
日
の
翌
々
月
に
な
っ
た

り

、
受
診
場
所
が
ほ
か
の
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

申
・
問
先
=

中
央
木
町
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
診
療
放
射
線
係

〒
四一
・
〇

〇
1
1
r
m
卜
m
(本
町
I
-
5
-

り
a

(
3
8
8
0
)
5
3
5
7

表5　 消化器がん検診日程
①血液検査+ 検便

②X 線撮影+ 検便

※印の日程は午後、それ以外は午前に実施

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
を
受

け
ま
し
ょ
う

今
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

は
比
較
的
大
規
模
に
な
る
と
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。特
に
高
齢
者
の
場
合
、

肺
炎
な
ど
の
合
併
症
を
起
こ
す
確
率

が
高
く
、
死
亡
に
至
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。区
内
の
協
力
医
療
機
関
に
は
、

予
防
接
種
予
診
票
(
兼
申
込
書
)
な

ど
を
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
健
康

保
険
証
等
を
持
参
の
上
、
直
接
医
療

機
関
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
他
区

の
医
療
機
関
で
の
接
種
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間
=
1
5年
2
月
2
8日
ま
で

対
象
者
=
区
内
在
住
の
6
5歳
以
上
の

方
/
区
内
在
住
の
心
臓
・
じ
ん
臓
・

呼
吸
器
・
免
疫
障
害
を
有
す
る
方
(
身

体
障
害
者
手
帳
I
級
相
当
)
で
6
0歳

以
上
の
方

※
対
象
外
の
方
は
、
本

人
の
全
額
負
担
に
よ
る
任
意
接
種
に

な
り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

医
療
機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

実
施
医
療
機
関
=
高
齢
者
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
看
板
表
示
の
あ
る
医
療
機

関

自
己
負
担
金
=
2

千
2
0
0円

※
医
療
機
関
に
直
接
お
支
払
い
く
だ

さ
い

持
参
す
る
物
=
健
康
保
険
証

等
な
ど

※
接
種
当
日
は
、
自
宅
で

体
温
を
測
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い

自
己
負
担
金
免
除
の
方
=
生
活
保
護

を
受
給
し
て
い
る
方
/
区
内
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
所
さ
れ
て

い
る
方

問
先
=
母
子
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

ま
た
は
各
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
6
)

表6　 保健総合センター一覧

1 月の献血

宿
泊
施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

3
・
4
月
分
の
利
用
案
内

申
し
込
み
は
、
生
涯
学
習
振
興
公

社
の
各
施
設
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
=
公
社
の
各
施
設
で
販
売
す
る

申
込
(
ガ
キ
(
5
0円
)
に
、
必
要
事

項
を
記
入
し
、郵
送
ま
た
は
持
参
(
I

グ
ル
ー
プ
ー
枚
に
限
り
ま
す
)
期

間
=
1
月
5
日
～
1
0日
必
着
(
抽
選

結
果
を
1
月
末
日
ま
で
に
郵
送
し
ま

す
)

当
選
者
受
付
=
2
月
1
3日
ま

で
に
公
社
各
施
設
で
利
用
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
(
こ
の
期
間
を
過
ぎ

る
と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま

す
)空

き
室
の
利
用

《
3
・
4
月
分
》

抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込
み

は
、
偶
数
月
の
第
2
金
曜
日
(
今
回

は
2
月
1
4日
)
か
ら
公
社
の
各
施
設

で
直
接
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

《
1
2・
1
・
2
月
分
》

随
時
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
た
だ
し
1
2
月
2
8
日
～
1
月

4
日
の
間
、
予
約
窓
口
は
お
休
み
し

ま
す

※
仮
予
約
後
、
3
日
以
内
ま

た
は
利
用
初
日
の
3
日
前
の
ど
ち
ら

か
近
い
日
ま
で
に
、
お
近
く
の
公
社

施
設
で
利
用
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
キ
ャ
ン

セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
。

こ
の
時
期
、
平
日
の
区
民
保
養
所

は
空
室
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

各施設利用案内　3 ・4 月利用分

※ 利用申し込みは2 人以上。1グループ、ハガ半1 枚に限ります
※ 日光・塩原林間学園、鋸南自然の家、鹿沼野外レクリエーションセン
ターの利用できる日でも学校が利用し空室が一部しかない場合があり
ます
※ 「那須・森の家」へは直通バスも運行しています。公社窓口へお問い
合わせください
※ 目尹豆高原・あだち荘」へは、伊豆高原駅から送迎しています。あら
かじめ現地( 　0557- 54- 1023) へ連絡してください
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職員の給与・定員管理などを公表します
お問い合わせは
給与の公表… 給与係　 　3880- 5253
定員管理等… 政策課　 　3880- 5811

職員の給与等の実態を区民の皆さんにご理解いただくた
め、次のとおリ公表します。
職員の給与は、地方公務員法により、一般家庭の生計費、

国や他の地方公共団体の職員の給与、民間企業の従業員の給
与、その他の事情を考慮して定められることになっています。
この趣旨に基づいて、23区共同で設置している特別区人事

委員会が、毎年、特別区内の民間企業従業員の給与実態を調
査し、これと職員給与を比較し 、さらに生計費や国、他の地
方公共団体の給与なども考慮して、勧告を行っています。
職員の給与は、この勧告に基づき、区議会の審議を経て、

「職員の給与に関する条例」で定められています。

1　 人件費の状況 ( 13年度普通会計決算)

※人件費とは、一般職員に支給される給与である職員給と区長や議員など特別職に支給される給料・
報酬・手当のほか共済費( 社会保険料の事業主負担分) などの合計をいいます

※ 普通会計とは、地方自治体相互間の比較を可能とさせるため、全国同一基準で集計した統計上の
会計です

2　 職員の平均給料月額、平均給与月額および
平均年齢の状況 ( 14年4 月1 日現在)

※ 一般行政職とは、一般事務、土木技術等の職員です
※ 技能労務職とは、自動車運転、作業等の職員です
※ 平均給料月額は、給料の調整額を含んだ平均月額です。
※ 平均給与月額は、給料に扶養手当、調整手当、通勤手当などの諸手当を
含んだ平均月額です

3　 職員給与費の状況 ( 4 年度普通会計予算)

※ 給与費は、当初予算に計上された額です。「職員手当」のうち主なものは、扶養手当、調整手当、
通勤手当、住居手当などで、退職手当は含まれていません

※ ( ) 内は、再任用短時間勤務職員で、外書きです

4　 職員の初任給の状況 ( 14年4 月1 日現在)

5　 職員の経験年数別・
学歴別平均給料月額の状況 ( 14年4 月1 日現在)

※ 経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採
用後の年数をいいます
※ 技能労務職には、清掃派遣職員は含みません

6　一般行政職の級別職員数の状況 ( 14年4 月1 日現在)

※ 足立区の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です
※ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です
※ ( ) 内は再任用短時間勤務職員数であり、外書きです 7　 昇給期間短縮の状況

8　 特別職の報酬等の状況( 14 年4 月1日現在)

※ 給料については、区長は20% 、助役は10% 、収入役は5% の
減額措置がとられています

9　 給与の概要 ( 14年4 月1 日現在)

※ 一 般職の例です
※ ( ) 内 は 再任用職員にかかわる支給割合

※ 退職手当の1 人 当たり平均支給額は、13年 度に退職し　
た全職種にかかわる職員に支給された平均額です
( 注: 諸手当は, い ずれも14 年 度勧告前の金額)

職員の勤務条件など
職員の勤務時間は、原則として週休2 日制に

より週40時間で、土曜・日曜日が休みです( 保
育園や図書館など、土曜・日曜日に開庁してい

る職場は、別の日に休みを定めています)。
1年間に20日の有給休暇のほか、慶弔休暇、

妊娠・出産休暇、育児休業を設けるとともに、
研修、厚生計画制度などを行っています。

定員適性化計画の数値目標
お よ び 進 ちょく状 況

◆ 定員適正化の目標

区は、足立区行政改革大綱に基づき、定員
適正化計画を策定し、職員定数の削減を行っ
ています( 表1) 。
13 年2 月に第三次定員適正化計画を策定

し、13年度から15年度の3 年間で5%( 241 人)

の削減目標を掲げ、定員の適正化に努めてい
ます( 表2) 。
こうした取り組みの結果、職員定数のピー

ク時( 昭和57年度) に5, 853人であった定数は、14
年度には4, 529人となり、1, 324人を削減し

ました。

◆ 定員適性化手法の概要
定員適正化を推進するため、区施設の管理

委託や保育園給食などの民間委託をすすめて

います。また、技能系職員の退職不補充を行
うとともに事務のOA 化や事務事業の見直し
を行っています。

区の組織も毎年見直しを行い、簡素で効率
的な組織をめざしています。14年度組織では、
政策形成機能の充実などのため企画部を政策
経営部に変更し、その内部組織を再編しまし

た。また、都市型産業など新たな産業支援の
ため産業経済部を新設しました。

表1　 定員適正化計画の数値目標および削減数

※ ( ) 内の%は、総職員数に占める割合
表2　 第三次定員適性化計画の年次別進ちょく状況( 実績)の概要 ( 各年4 月1 日現在)

※ ( %) 内の数値は、数値目標に対する進ちよ< 率
※ ( ) 内は、再任用短時間勤務職員であり、外書き

表3　 職員1 人あ
たりの人口
( 13年4 月1 日現在)

※算出基礎となる人口
は13年1 月1 日現在
の住民 基本台帳人
口、職員数は各区の
定数条例による数値
を使用
※特別区人事・厚生事
務組合人事企画部資
料より

進
め
!

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

つ く ば エ クス プレ ス

流山中央駅(
流山市案)

三
郷
中
央
駅
(
仮
称
)
を
出
て
江

戸
川
を
越
え
る
と
、
千
葉
県
流
山
市

に
入
り
ま
す
。

流
山
市
の
人
口
は
約
1
5万
人
。
水

と
緑
の
豊
か
な
自
然
と
の
調
和
を
め

ざ
し
た
都
市
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
市
内
に
は
鉄
道
・
バ
ス
の
ほ

か
、
常
磐
自
動
車
道
流
山
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
を
抱
え
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
流
山
市
内
に
で
き
る
3

駅
の
う
ち
流
山
中
央
駅
(
流
山
市
案
)

の
紹
介
で
す
。

流
山
中
央
駅
は
、
市
の
ほ
ぼ
中
央

部
に
位
置
し
、
交
差
す
る
東
武
野
田

線
に
は
乗
換
駅
が
新
設
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
鉄
道
結
節
点
と
し
て
の
潜
在

的
可
能
性
を
生
か
し
た
市
の
新
し
い

中
心
核
に
ふ
さ
わ
し
い
街
づ
く
り
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
架
橋
駅
と
な
る
駅
舎
は
、「
人
々

の
集
い
と
出
会
い
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
お
り
、
窓
を
大
き
く
と
っ
た
「
街

の
展
望
台
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま

す
。つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
駅
舎
は
2

階
に
改
札
口
、
3
階
に
ホ
ー
ム
、

東
武
野
田
線
の
駅
舎
は
2
階
に
改
札

口
、
1
階
に
ホ
ー
ム
が
設
置
さ
れ
、
2

階
に
設
置
さ
れ
る
自
由
通
路
を
使

え
ば
、
ス
ム
ー
ズ
な
乗
り
換
え
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。《

広
報
課
》▲流山中央駅( 流山市案) と東武野田線新駅
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介
護
保
険
の
保
険
料
・

利
用
料
の
支
払
い
が

困
難
な
方
へ

6
5歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
は
、

本
人
や
同
居
家
族
の
収
入
状
況
に
よ

り
5
段
階
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

災
害
や
事
業
倒
産
な
ど
で
収
入
が

極
端
に
少
な
く
な
り
、
一
時
的
に
保

険
料
や
利
用
料
が
納
め
ら
れ
な
く
な

っ
た
場
合
は
、
事
情
に
よ
り
6
ヵ
月

を
限
度
に
減
免
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
生
活
が
苦
し
く
、
介
護

保
険
料
や
利
用
料
の
段
階
(
金
額
)

を
引
き
下
げ
れ
ば
生
活
が
維
持
で
き

る
と
い
ケ
場
合
や
、
資
産
な
ど
を
活

用
し
て
も
生
活
が
困
窮
す
る
場
合

は
、
管
轄
の
福
祉
事
務
所
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
問
先
=
介
護
保
険

課
資
格
賦
課
係(

3
8
8
0
)
5
7
4
5

介
護
保
険
料
の
納
め
忘

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

年
金
天
引
き
で
き
な
い
方
は
納
付

書
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。ま
た
、

年
金
天
引
き
の
方
で
も
調
整
額
が
あ

る
場
合
に
は
納
付
書
を
送
付
し
て
い

ま
す
。

介
護
保
険
料
の
納
期

毎
月
末
日
で
す
。
2
年
を
過
ぎ
る

と
時
効
に
よ
り
納
め
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
保
険
料
を
滞
納
す

る
と
、
将
来
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・

税
の
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す

1
4年
中
に
支
払
っ
た
介
護
保
険
料

は
、
所
得
税
・
住
民
税
の
社
会
保
険

料
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

い
ず
れ
も
・

問
先
=
介
護
保
険
課
保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
7
4
4

1 月の国民年金相談
国民年金の手続きや、保険料の納付について相談

に応じます。

建
築
基
準
法
関
係
の

事
務
手
数
料
が
一
部

改
正
さ
れ
ま
す

建
築
基
準
法
な
ど
の
改
正
に
伴

い
、
新
た
に
許
可
・
認
定
な
ど
の
事

務
手
数
料
が
1
月
1

日
か
ら
変
わ
り

ま
す

。

問
先
=

市
街
地
指
導
係

(
3
8
8
0
)
5
9
4
3

千
寿
第
三
小
学
校
を

全
面
改
築
し
ま
す

千
寿
第
三
小
学
校
は
、
1
2年
9
月

に
策
定
し
た
千
住
地
域
に
お
け
る

「
足
立
区
立
小
・
中
学
校
適
正
配
置

計
画
」
に
基
づ
き
、
1
7年
4
月
に
元

宿
小
学
校
と
統
合
し
、
新
校
と
し
て

開
校
し
ま
す
。
統
合
新
校
開
校
に
あ

た
っ
て
、一
打
年
度
の
I
学
期
問
を
か

け
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
エ
事
(
一
部
改

修
工
事
)
を
行
う
予
定
で
計
画
を
進

め
て
い
ま
し
た
が
、
校
舎
の
老
朽
化

が
進
行
し
て
い
る
た
め
、
改
築
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
(
1
9年
3
月

ご
ろ
竣
工
予
定
)
。

全
面
改
築
工
事
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
に
ふ
さ
わ
し

い
機
能
を
整
備
し
、
変
化
す
る
教
育

ニ
ー
ズ
や
社
会
環
境
に
対
応
で
き
る

新
し
い
学
校
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い

き
ま
す
。
問
先
=
適
正
配
置
担
当

課

　
(
3
8
8
0
)
5
9
7
8

姉
妹
都
市
ベ
ル
モ
ン
ド

学
生
使
節
団
が
や
っ
て

き
ま
す

1
4年
度
ベ
ル
モ
ン
ド
市
学
生
使
節

団
一
行
が
、
1

月
8

日
か
ら
1
8
日
ま

で
の
‥
1
1
一
日
間
滞
在
し
、
西
新
井
大
師

や
桜
花
亭
、
商
店
街
な
ど
の
区
内
各

所
や
小
・
中
学
校
を
訪
問
し

、
交
流

し
ま
す

。

問
先
=

観
光
交
流
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

上
総
湊
健
康
学
園

入
園
説
明
会

1
5年
度
上
総
湊
健
康
学
園
入
園
児

童
を
募
集
し
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
健

康
回
復
・
増
進
を
考
え
て
い
る
保
護

者
の
方
は
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
=
1
月
1
8日
出
、
午
後
2
時

場
所
=
学
び
ピ
ア
2
1
対
象
=
小
学

校
2
～
5
年
生
で
、
ぜ
ん
息

。肥
満
・

偏
食
・
虚
弱
な
ど
の
児
童
と
そ
の
保

護
者

問
先
=
学
校
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
9
7
1

教
員
免
許
を
生
か
し

ま
せ
ん
か

対
象
=
小
学
校
ま
た
は
中
学
校
の
教

員
免
許
を
持
っ
て
い
る
方
で
、
5
0歳

く
ら
い
ま
で
の
方
(
1
5年
3
月
末
に

免
許
取
得
予
定
者
を
含
む
)

※
く

わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
学
校
職
員
担
当
課
事
務

係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
7
2

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

駅
名
の
足
立
区
候
補

名
決
定

1
7年
度
開
業
の
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ

レ
ス
に
合
わ
せ
、
区
内
に
新
設
さ
れ

る
(
仮
称
)
青
井
駅
、
(
仮
称
)
六
町

駅
。
こ
の
両
駅
の
駅
名
に
つ
い
て
、
H

月
1
8日
に
庁
内
選
考
委
員
会
が
行

わ
れ
、
審
議
の
結
果
、
足
立
区
の
候

補
名
を
「
青
井
」
駅
、「
六
町
」
駅
と

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
年
内
に
も
都
を
通
じ
て

首
都
圏
新
都
市
鉄
道
㈱
に
報
告
し
、

駅
の
正
式
名
称
と
す
る
よ
う
要
請
し

て
い
き
ま
す
。

な
お
、
正
式
決
定
は
3
月
ご
ろ
の

予
定
で
す
。
問
先
=
都
市
交
通
課

常
磐
新
線
推
進(

3
8
8
0
)
5
7
1
9

よ
み
が
え
れ
綾
瀬
川

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
2
0
0
2

1
0月
2
7日
、
東
綾
瀬
公
園
で
、
綾

瀬
川
を
魚
が
住
む
き
れ
い
な
川
に
よ

み
が
え
ら
せ
よ
う
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
い
ま
し
た
。

綾
瀬
川
の
歴
史
や
現
在
の
様
子
を

紹
介
し
た
写
真
や
パ
ネ
ル
、
水
質
・

魚
類
調
査
の
結
果
や
魚
の
展
示
な

ど
、
区
民
の
活
動
や
行
政
の
取
り
組

み
を
紹
介
。
ま
た
、水
質
調
査
体
験
、

環
境
ク
イ
ズ
な
ど
も
あ
り
、
多
く
の

家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

全
国
に
1
6
8あ
る
一
級
河
川
の
1
3年

水
質
調
査
で
は
、
残
念
な
が
ら
綾
瀬

川
が
ワ
ー
ス
ト
ー
位
で
し
た
。
綾
瀬

川
の
汚
れ
の
主
な
原
因
は
、
家
庭
か

ら
の
排
水
で
す
。
下
水
道
が
普
及
し

た
足
立
区
で
も
、
で
き
る
だ
け
下
水

に
汚
れ
を
流
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
る
こ
と
で
、
川
を
き
れ
い
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
綾
瀬
川
を
き
れ
い
に

す
る
た
め
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
先
=
環
境
課
河
川
浄
化

(
3
8
8
0
)
5
6
3
1

家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
っ
た
綾
瀬
川

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

第
1
4期緑

の
協
力
員
募
集

緑
に
深
い
関
心
を
も
ち
、
区
の
緑

化
施
策
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
ま
す
。
仲
間
と
共
に
緑
化

知
識
を
深
め
、
普
及
運
動
を
進
め
ま

し
ょ
う
。
知
識
の
有
無
は
問
い
ま
せ

ん
。
任
期
=
4
月
1
日
～
1
7
年
3

月
3
1日

対
象
=
2
0歳
以
上
で
区
内

に
引
き
続
き
1
年
以
上
居
住
し
て
い

る
方
/
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の

戳
員
で
な
い
方
/
公
職
選
挙
法
に
よ

る
公
職
お
よ
び
議
会
の
同
意
な
ど
を

必
要
と
す
る
職
に
な
い
方

内
容
=

巡
絡
会
議
出
席
(
平
日
昼
間
)
/
区

の
緑
化
事
業
協
力
/
身
近
な
緑
の
調

食
・
普
及
啓
発
な
ど

定
員
=
2
5人

甲
込
=
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
性

別
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
フ
ァ

ク
ス
、
職
業
お
よ
び
「
①
動
機
②
身

近
な
緑
の
調
査
で
や
っ
て
み
た
い
こ

と
」
を
2
0
0字程
度
明
記

期
限
=
1

月
。
(一日
消
印
有
効

奈
結
果
通
知
は
3

月
上
旬
発
送
予
定

申
・
問
先
=

み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

私
の
描
い
た
ポ
ス
夕
ー
が

ノ
ー
ト
に
な
っ
た
よ
!

エ
コ

あ
だ
ち
ノ
ー
ト

‥
1
1
1
1

一
月
2
7
日

、
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
た
環
境
づ
く
り
区
民
大
会

で

「
美
化
推
進
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。

小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
こ
の

コ
ン
ク
ー
ル
で

、
最
優
秀
賞
に
な
っ

た
絵
が
『エ
コ
あ
だ
ち
ノ
ー
ト
』
の

表
紙
・
裏
表
紙
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ノ
ー
ト
は
、
本
庁
舎
の
古
蚯

ご
み
を
原
料
と
し
て
区
が
独
自
に
製

作
し
、
大
豆
の
油
か
す
を
再
利
用
し

た
イ
ン
ク
を
使
用
す
る
な
ど
、
環
境

に
配
慮
し
た
製
品
で
す
。

「
美
し
い
ま
ち
は
未
来
へ
の
贈
り

物
」
と
印
刷
し
た
『エ
コ
あ
だ
ち
ノ

ー
ト
』
を
コ
ン
ク
ー
ル
の
応
募
者
全

員
に
記
念
品
と
し
て
配
り
ま
し
た
。

表
紙
(
左
)
が
田
村
美
紀
さ
ん
(
第

十
四
中
)
、裏
表
紙
(
右
)
が

祖
明

道
く
ん
(
千
寿
第
八
小
)
の
作
品

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス

「
放
送
大
学
」

1
5年
度
学
生
募
集

第
1
学
期
学
部
生
・

大
学
院
修
士
科
目
生

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
ー
ラ
ジ
オ
を

利
用
し
て
授
業
を
行
う
正
規
の
大
学

で
す
。
学
習
し
た
い
科
目
を
、
1
科

目
か
ら
学
べ
ま
す
。
入
学
試
験
は
あ

り
ま
せ
ん
。
募
集
期
間
=
1
2
月
1
5

日
～
2
月
2
8
日

教
養
学
部

全
科
履
修
生
は
「
学
士
(
教
養
)
」

の
学
位
が
取
得
で
き
、
短
期
大
学
・

専
門
学
校
な
ど
か
ら
も
3
年
次
編
入

学
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
選
科
・
科

目
履
修
生
は
約
3
0
0科目
か
ら
学
べ
、
1
5

歳
以
上
で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
入
学

で
き
ま
す
。

募
集
学
生
の
種
類
=

全
科
履
修
生
(
4

年
以
上
在
学
し
、

「
学
士
(

教
養
)

」
の
学

位

の
取

得

を

め

ざ
す
学

生
)
/

選

科
履

修
生
(
1

年
間

在
学

し

、
希

望
す

る
科
目

を
履

修

す

る
学

生
)
/

科
目
履

修
生
(
I

学
期

問

「6

ヵ
月

」
在

学
し

、
希

望

す

る
科
目

を
履

修

す
る

学
生
)

大
学

院

修

得
し

た
単

位

は

、
修

士
全

科
生

と
し

て
入

学
し

た
場

合

、
原
則

と
し

て
修

了

す
る

た
め

の
単

位
と
し

て
使

え
ま

す

。
現
職

教
員

の
方
な

ど

の
専

修
免

許

状
取

得
に
利

用

で
き
ま

す

。

募

集

学

生

の

種

類
=

修

士

科

目

生

(
自

分

の
学
習

・
研

究
し

た

い
科
目

を
選

択
し

て

、1

科

目

か
ら
履

修
す

る

学
生
)ー

い
ず

れ
も
ー

く

わ
し

く

は
お

問

い
合
わ
せ

く

だ

さ

い
。

問

先
=

放

送
大

学

東

京
足

立

学
習

セ

ン
タ

ー

〒
1
2
0・
0
0
3
4

千

住
5
-
1
3
-
5

学

び
ピ

ア
2
1
内

(
5
2
4
4
)
2
7
6
0

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
u
-
a
i
r
.
a
c
.
j
p
/
h
p

ひ
ろ
ば

=
催
し
物
=

★
足
立
吹
奏
楽
団
結
成
2
5周
年
記
念

第
2
4
回
定
期
演
奏
会
2

月
2

日

回
、
午
後
2
時
(
1
時
3
0分
開
場
)
/

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化

ホ
ー
ル
ノ
5
0
0円/
阿
部

(
3
8
8
7
)
2
5
2
5

★
日
中
国
交
回
復
3
0周
年
記
念
上
映

会
1

月
2
4日
窗
「
活
き
る
」・
2
月

1
5日
出
「
き
れ
い
な
お
か
あ
さ
ん
」、

い
ず
れ
も
午
後
6
時
4
5分
(
開
場
6

時
1
5分
)
/

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

。西

新
井
文
化
ホ
ー
ル
/
前
売
り
・
1
作

品
大
人
千
3
0
0円
、
小
人
8
0
0円
、
シ
ニ

ア
千
円
/
シ
ネ
フ
ィ
ー
ル
ド
・
あ
だ

ち

　
(
5
6
8
6
)
7
2
2
0

=
会
員
募
集
=

★
家
庭
料
理
第
2
・
4
木
曜
、
正

午
～
午
後
2
時
/
土
曜
、
午
後
2
時
～

4
時
/
小
台
/
入
会
金
2
千
円
・

月
額
3
千
円
・
材
料
費
千
円
/
長
倉

(
3
9
1
3
)
3
5
4
4
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都
市
計
画
に
基
づ
き

用
途
地
域
な
ど
の
見
直

し
を
進
め
て
い
ま
す
(
3
)

用
途

地

域
な
ど

の

指
定

に
関

す

る

方
針

に

つ

い
て

用
途

地

域
な

ど
を

指
定

す

る
際

の

基
本

的
考
え

方

で
あ

る
「
基

本
方
針

」

と

、
実

際

の

指

定

の
基

準

と

な

る

「
指
定

方
針

及

び
指
定

基
準

」
が
H

月
2
9
日

の
第
8

回
都
市

計
画

審

議
会

で
答
申

さ

れ
確
定

し

ま
し

た

。

今
後

、
こ

れ
に
基

づ
き

用
途

地
域

な
ど

の
見
直
し
案

が
作

成
さ

れ
ま

す

。

上
記

事
項

は

、
都
市

計
画

課

ま
た

は

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
で

ご
覧

に
な

れ
ま

す

。

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k

y
o
.
j
p
/

問

先
=

都
市

計
画

課

都
市
計

画

調
整

年
末
は
「
R
の
お
店
」

で
お
買
い
物
!

「
R
の
お
店
」
っ
て
な
に
?

積
極
的
に
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し

て
い
る
お
店
に
、「
R
(
リ
サ
イ
ク
ル
)

の
お
店

」と
し

て
登

録
し

て
も

ら

い
、

お
店

の
情
報

を
公

表
し

て

い
ま

す

。

現

在
7
0
店

が
登
録

し

て

い
ま
す

。

▽
リ

サ
イ

ク
ル
シ

ョ
ッ
プ

を
チ

ェ

ッ

ク
し
よ

う
I

。

家
具

・
家

電

・
洋
服

、
欲
し

か

っ

た
あ

の
品

が

、
割

安

で
買
え

る
の

が

リ
サ
イ

ク
ル
シ

ョ

ッ
プ

。
サ

イ

ズ
違

い
で
着

て

い
な

い
洋
服

を
買

い
取

り

で
き

る
お
店

も

あ
り
ま

す

。

▽
再
生

紙

に
こ

だ
わ

る
あ

な
た

に

再
生

紙
ト

イ

レ

ッ
ト

ペ
ー
パ

ー

の

品

揃
え

な
ら

「
R

の

お
店

」
に

お
ま

か
せ
く

だ
さ

い

。

▽
R

の

お
店

は
ど

こ

に
あ

る
の
?

「
R

の
お
店

ガ
イ

ド
ブ

ッ

ク
」
や
あ

だ
ち
再

生
館

ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹

介

中

。
近

所

の

「R

の

お
店

」
を
探

し

て
み

て
く
だ

さ

い

。

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
4
.
o
c
n
.
n
e
.
j
p
/
a
r
c

.
o
r
g
/

※

「R

の
お
店

ガ
イ

ド
ブ

ッ

ク
」
は

リ
サ
イ

ク
ル
推
進

課

、区

政
情

報
室

、

あ
だ

ち
再
生

館
窓

口

で
無
料

配
布

中

問

先
=

リ
サ

イ

ク
ル

推
進
課

普
及

啓

発

係
　
(
3
8
8
0
)
5
8
6
0

催
し
物
ガ
イ
ド

定 員 に 先 着 順

と あ る も の は

12 月26 日

か ら 受 け 付 け

郷
土
博
物
館
の
催
し

映
画
会

第
2

土
曜
日
の
無
料
公
開
日
に
映

画
を
上
映
し
ま
す
。

日
時
=
1

月
H

一
日
出

、
午
前
1
1一
時

内
容
=

「
夢

幻
の
世
界
-

香
-

」
・
:
香
道
の
め
ざ

す
壮
大
な
世
堺
観
と
香
の
あ
る
日
常
/

「
絵
図
に
偲
ぶ
江
戸
の
く
ら
し

」

・
:
安
政
時
代
に
生
き
た
庶
民
が
記
録

し
た
絵
図
を
軸
に
江
戸
時
代
の
庶
民

の
く
ら
し
を
描
く

初
釜
の
会

日
時
=
1
月
1
2
日
回
、午
前
1
0
時
3
0

分
～
午
後
3
時
内
容
=
小
林
仙
利

社
中
に
よ
る
お
点
前

謡
曲

日
時
=
1

月
1
2
日
黼

、
午
前
H

時
3
0

分

、
午
後
1

時
3
0
分

出
演
=

足
立

謡
曲
連
盟

郷
土
芸
能
鑑
賞
会

日
時
=
1

月
1
2
日
回

、
午
前
1
0
時
・

午
前
‥
1
1
1
1

一
時

内
容
=

島
根
ば
や
し
連

中

、
柳
原
箕
輪
囃
子
頌
匸
咼
砂
祭
囃

子
保
存
会
に
よ
る
お
囃
子
の
演
奏

ー

い
ず
れ
も
ー

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問

先
=

郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

成
人
の
日
の
集
い

日
時
=
1
月
1
3
日
脚
、
午
後
1
時
3
0

分
(
午
後
O
時
3
0
分
受
け
付
け
開
始
)

場
所
=
東
京
武
道
館
対
象
=
昭
和

5
7
年
4
月
2
日
～
昭
和
5
8
年
4
月
1

日
生
ま
れ
の
方

※
案
内
状
を
持
参

の
う
え
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
会

場
お
よ
び
付
近
に
は
駐
車
場
が
あ
り

ま
せ
ん
。
自
動
車
で
の
来
場
は
お
断

り
し
ま
す

問
先
=
生
涯
学
習
課
調

整
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
5

ア
ト
リ
ウ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

お
昼
の
ひ
と
と
き
を
、
日
本
伝
統

音
楽
の
音
色
で
く
つ
ろ
い
で
く
だ
さ

い
。

日
時
=
1
月
1
0日
窗
、
午
後
O

時
2
5分
～
1
時

場
所
=
区
役
所
I

階
ロ
ビ
ー

曲
目
=
飛
躍
/
四
季

の
調
/
春
の
う
た
/
春
の
海

出
演
=

足
立
区
三
曲
協
会

問
先
=
文
化

振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

新
春
・
七
福
神
め
ぐ

り
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

日
時
=
1
月
3
日
窗
、
午
前
9
時
3
0

分
～
1
0
時
3
0
分
受
け
付
け
※
荒
天

中
止

集
合
場
所
=
千
寿
本
町
小
学

校
(
千
住
3
-
3
0
)

費
用
=
1
0
0円

(保
険
料
)

申
込
=
当
日
直
接
会

場
へ

問
先
=
体
育
振
興
担
当
課

(
3
8
5
9
)
3
4
2
2

青
少
年
の
た
め
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
講
座
「
心
の
つ

な
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
め
ざ
し
て
」

日
時
=
1
月
9
9
一
日
困
、
午
後
7
時
～

9
時
/
1
月
2
5
日
出
、
午
後
2
時
～

4
時

対
象
=
1
6
歳
以
上

内
容
=

自
閉
症
・
ダ
ウ
ン
症
・
脳
性
マ
ヒ
な

ど
を
理
解
し
、
障
害
の
あ
る
人
と
の

関
わ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る

講
師
=

古
御
門
義
雄
氏
(
理
学
療
法
士
)

定
員
=
各
3
0人
(
抽
選
)

申
込
=
往

復
(
ガ
キ
に
、
住
所
、
氏
名
(
フ
リ

ガ
ナ
)
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望

日
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
希
望
」
を

明
記

期
限
=
1

月
1
5
日
必
着

場
・
申
・
問
先
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3・0
8
4
1

西
新
#
1
-
4
-
1
7

　
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

学
童
保
育
室
1
5年
度

専
門
非
常
勤
職
員
募
集

勤
務
先
=
学
童
保
育
室
ま
た
は
地
域

集
会
所
資
格
=
保
育
士
、
教
諭
免

許
所
有
者
な
ど
児
童
福
祉
施
設
最
低

基
準
第
3
8
条
に
該
当
す
る
方
内
容

=
学
童
保
育
室
指
導
員
募
集
人
数

=
1
0
人
程
度
勤
務
日
数
=
週
4
日

程
度
(
①
2
8
時
間
勤
務
②
3
0
時
間

勤
務
、
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
6
時

1
5分
で
8
時
間
以
内
)

給
与
等
=

①
1
5万
7

千
円

②
1
6万
8

千
円

(交
通
費
支
給
、
社
会
保
険
、
雇
用

保
険
等
加
入
)

申
込
=
履
歴
書
(
自

書
・
写
真
添
付
)
と
作
文
(
4
0
0字
詰

め
原
稿
用
紙
2
枚
「
学
童
保
育
に
つ

い
て
」
)
を
郵
送

期
限
=
1

月
3
1

日
必
着

申
・
問
先
=
住
区
推
進
課

事
業
調
整
係(

3
8
8
0
)
5
8
5
8

1 月 の

図書館
臨時休館

防災点検や館内消
毒などのため、一部の
図書館が臨時休館と
なります。 問先= 中
央図書館

5813- 3740

※ 12/ 28 から1/4 ま
では全館休館

越
後
三
山
を
望
む
ゆ
と
り
の
ゲ
レ
ン
デ

快
適
シ
ュ
プ
ール
「
ふ
る
さ
と
小
出
」
を
滑
ろ
う

昭
和
5
7年
に
友
好
自
治
体
提
携
を

結
ん
だ
新
潟
県
小
出
町
は
、
ま
ち
の

中
を
清
流
魚
野
川
が
流
れ
、
背
後
に

は
越
後
三
山
や
尾
瀬
国
立
公
園
を
ひ

か
え
た
美
し
い
ま
ち
で
す
。

ス
キ
ー
場
は
家
族
向
き
の
安
心
し

て
滑
れ
る
ゲ
レ
ン
デ
か
ら
中
級
・
上

級
者
向
き
の
コ
ー
ス
、
そ
し
て
ス
ノ

ー
ボ
ー
ド
も
滑
走
可
能
で
す
。
ス
キ

ー
の
あ
と
は
、
銘
酒
「
緑
川
」
を
味

わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

雪
ま
つ
り

2
月
8
日
出
・
9
日
回
に
行
い
ま

す
。
第
1
5回
の
歴
史
を
有
す
る
国
際

雪
合
戦
の
出
場
も
、
ま
だ
問
に
合
い

ま
す
の
で
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。
問

先
=
小
出
町
企
画
調
整
室

0
2
5
7
9
(
2
)
1
1
1
1

小
出
町
観
光
協
会

0
2
5
7
9
(
2
)
9
2
2
2

区
・
観
光
交
流
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

映 像広
報 制作だより

新しい年を迎え、区長を囲み区民レポーターが

集います。お正月と言えば 、お雑煮。今回の新春

特番では、子どものころ から食べてきたお雑煮を
持ちより、各地のお雑煮の話や昨年の番組内での
思い出を、楽しく語り合います。

そして 、4人が語る夢とは? … どんな話題が
飛び出 すかお楽し みに! 2003 年も 区民レ ポー

ターが番組内で活躍し ます。
「2003 年 が良い年でありますよう に」という願

いを込めて 、にぎやかにお届けします。新たな年
の初めを、「情報キャッチ! ! 好きです。あだち 」

を見て楽しくお過ごしく ださい。

「情報 キャッチ 好きです。あ だち」放送予定
足立コミュニティチャンネル( ケーブルテレビ足立9CH)

14 年

秋
の
叙
勲
・

褒
章

区
で
は
1
2月
1
3日
に
受
章
者
を
招

き
、
永
年
に
わ
た
る
社
会
へ
の
功
労

に
対
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
、
今
回

の
受
章
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

《
叙
勲
受
章
者
》
(
敬
称
略
)

▽
勲

三
等
瑞
宝
章
・
:
山
本
敏
夫

▽
勲
四

等
旭
日
小
綬
章
…
田
逸
國
三

▽
勲

四
等
瑞
宝
章
…
岩
井
松
男
・

賀
公

男

▽
勲
五
等
双
光
旭
日
章
…
向
後

昭
三
・

田

三
郎
・
出
口
安

。

山
崎
勝
也

▽
勲
五
等
瑞
宝
章
・
:齊

藤
英
∇

田
中
義
三
・
山
崎
繁
雄

▽
勲
六
等
単
光
旭
日
章
…
茂
出
木
一

男

▽
勲
六
等
瑞
宝
章
…
樫
野
光

江
・
酒
井
和
夫
・
榊
千
之
助
・

橋

實《
褒
章
受
章
者
》
(
敬
称
略
)

▽
黄

綬
褒
章
…

林
清
・
日
比
谷
征
彦

▽
藍
綬
褒
章
…
小
林
見
壽
・
今
登

《
総
務
係
》

掲
示

板

訪
問
介
護
員
養
成
研
修
2
級
課
程
(

土
日
・
祭
日
コ
ー
ス
)
受
講
生
募
集

期
間
=
1
月
1
8
日
～
4
月
2
6
日
場

所
=

パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
製
靴
共
働
社

(千
住
関
屋
町
8
-
8
)

定
員
=
4
0

人
(
先
着
順
)

費
用
=
7
万
3
千
8
0
0

円

申
・
問
先
=
ワ
ー
カ
ー
ス
コ

ー
プ
・
よ
っ
ば(

5
8
1
3
)
0
2
1
1
T
)

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
就
業
支

援
講
習
「
エ
ア
コ
ン
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」

期
間
=
2
月
2
6
日
～
3
月
1
2
日
ま
で

の
H
日
間
、
午
前
1
0時
～
午
後
4
時

対
象
=
6
0歳
以
上
で
咄
足
立
区
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
新
規
入
会

し
、
就
業
で
き
る
方

定
員
=
若
干

名
(
選
考
)

費
用
=
テ
キ
ス
ト
代

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
「
エ
ア
コ
ン

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」、住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
生
年
月
日
を
記
入

期
限
=
1

月
1
7日
必
着

場
・
申
・
問
先
=

鞘
都
・
高
齢
者
事
業
振
興
財
団

〒
1
0
2・0
0
7
2

千
代
田
区
飯
田
橋
3
-
1
0
-
3

(
5
2
1
1
)
2
3
2
7

区
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

日
程
等
=
い
ず
れ
も
全
1
0回

▽
フ

ジ
ボ
ー
ル
・
:
1
月
1
4日
か
ら
毎
週
火

曜
(
昼
の
部
)

▽
マ
ル
ア
イ
ボ
ウ

リ
ン
グ
:
1
月
1
5日
か
ら
毎
週
水
曜

(昼
・
夜
の
部
)

▽
ラ
ッ
キ
ー
レ

ー
ン
・
:
1
月
2
7
日
か
ら
毎
週
月
曜

(昼
の
部
)
/
1

月
1
4日
か
ら
毎
週

火
曜
(
夜
の
部
)

費
用
=
I

回
千
2
0
0

円
(
教
本
千
円
・
貸
靴
代
別
途
)

申
・
問
先
=
足
立
区
ボ
ウ
リ
ン
グ
連

盟

釘
本

(
3
8
8
2
)
1
9
0
1

年
末
年
始
テ
ニ
ス
講
習
会

▽
硬
式
テ
ニ
ス
期
間
=
1
2
月
3
0
日

～
1
月
3
日
、
午
前
1
0
時
～
午
後
4

時
(
1
月
1
日
は
午
前
‥
H
時
か
ら
)

場
所
=
竹
の
塚
第
六
公
園
、
上
沼
田

東
公
園
問
先
=
庭
球
協
会
中
田
　
　
　

啻
(
3
8
9
7
)
5
4
3
Q
り

▽
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
期
間
=
1
月
1

日
～
3
日
、
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
　

(
1
月
1
日
は
正
午
か
ら
)

場
所
=

千
住
ス
ポ
ー
ツ
公
園

問
先
=
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

佐
藤

(
3
8
8
7
)
9
4
1
7

い
ず
れ
も

費
用
=
I
回
5
0
0円

申
込
=
当
日
直

接
会
場
へ

荒
川
堤
防
の
芝
焼
き
に
ご
協
力
を

芝
を
育
成
し
、
雑
草
の
繁
殖
や
害

虫
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
行
い
ま

す
。

期
間
=
1

月
中
旬
か
ら
約
1

ヵ
月
半

問
先
=
荒
川
下
流
工
事
事

務
所

▽
西
新
井
橋
か
ら
下
流
・
:小

名
木
川
出
張
所(

3
6
8
1
)
6
1
3
1

▽
西
新
井
橋
か
ら
上
流
・
:岩
淵
出
張

所

　
(
3
9
0
1
)
4
2
4
0

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

対
象
=
2
級
訪
問
介
護
員
(
経
験
不

問
)

募
集
人
数
=
1
0
人
程
度

問

先
=
墓
星
咼
齢
協
の
ぞ
み

小
暮

(
5
8
3
1
)
0
1
2
1
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投
票
区
域
が
変
わ
り
ま
す

各
投
票
区
の
有
権
者
数
を
平
均
化

す
る
た
め
、
投
票
区
を
一
部
変
更
し

ま
し
た
。
次
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、
今
ま
で
の
投
票
所
で
は
投
票

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

千
住
柳
町
に
お
住
ま
い
の
方

「
柳
町
会
館
」
か
ら
「
千
寿
第
三
小

学
校
」
(
千
住
大
川
町
1
7
-
I
)
へ
。

東
保
木
間
一
、
二
丁
目
に
お
住
ま

い
の
方

「
渕
江
中
学
校
」
か
ら
「
花
保
住
区

セ
ン
タ
ー
」
(東
保
木
間
1
-
2
5
-
4
-
1
0
1
)

へ
。

ー

い
ず
れ
も
ー

問
先
=
選
挙
管
理
委
員
会

(
3
8
8
0
)
5
5
8
2

足立区誕生70年
おめでとうコンクール

作品展示会

『
あ
だ
ち
の
歴
史
・
今
・
未
来
』

を
テ
ー
マ
に
応
募
い
た
だ
い
た
、
写

真
、
壁
新
聞
・
手
作
り
新
聞
を
展
示

し
ま
す
。
ま
た
、
同
時
開
催
と
し

て
、
過
去
に
広
報
紙
を
飾
っ
た
昔
懐

か
し
い
貴
重
な
資
料
写
真
展
、
表
紙

絵
展
、
幸
田
泉
氏
の
創
作
人
形
展
な

ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
特
設
し
ま
す
。
ぜ

ひ
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

日
時
=
1
5年
1
月
1
5

日
南
～
1
9日
回

場
所
=
区
役
所
I

階
区
民
ロ
ビ
ー

問
先
=
広
報
係

(
3
8
8
0
)
5
8
1
5

あだち広報「ズームアップ」
区民ボランティア編集員募集
「3 月号」お便り募集

区民ボランティア編集員

募集
活動期間=15年3月～16年
2 月までの1 年間( 時間帯
は主 に昼間) 活動内容=

あだち広報「ズームアップ」
( 15年度は6 回発行予定)

の編集企画および取材 同
行、記事作成など 活動場
所= 区役所( 編集会議など)

および区内各所( 取材同行)
対象= 区政に関心があり、

編集および取材活動に積極
的に取り組める区内在住の18
歳以上の方 募集人員=5
人程度 報酬= 年額3 万

円( 交通費含む) 応募方法=
市販の履歴書( 写真谿付)

に必要事項を記入し、「私の
考える広報活動」について400
字程度にまとめて、広報

係へ送付 ※ 履歴書などは
返却しませんので、ご了承
ください 選考方法= ①一

次審査( 書類審査) ・‥合否
は2 月1 日ごろ通知 ②2
次審査( 2 月上旬面接) ・‥
合否は2 月中旬通知 期限=1

月20日必着

投稿募集
①「読者のページ」への投
稿3 月号のテーマは 「旅
立ち」です。3 月・4月は、

卒業 ・入学 ・就職などで、

新しい環境へ と旅立つ時期

でもあ ります。あなたが旅

立っ たときの思い出や、旅

立つ 人を送 り出したときの

気 持 ち をお 聞か せ く だ さ

い。 また、 自由意見でも結
構 です。300字以内で。

②季 節の絵 てがみ

3 ・4 月ごろに合 わせた

作 品を。 なお、応募い ただ

い た作 品は返却し ません。
応 募方法= 住所、氏名、年

齢、 電話番号を明記し、郵

送( ①は フ ァクス ・E メー

ル可) 期限= ① ② とも1

月20 日必着

ー い ずれも一

応 募・問先= 広報係 〒120- 8510
中央本町1- 17- 1

3880- 5815

( 13880- 5610

kouhou@ci t y. adachi . t okyo. j p

スケッチあ だち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先= 広報係 　3880- 5815

学び の 情 報 を キ ャッ チ! 午前9時～午後8時

生涯学習情報ダイヤル 5813- 3736
ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/manabi / i nf o/

あなたの探す講座やイベントを、区内惰報を中心に、いつ、
どこで開催されるかをご案内します

首都高速王子線
見学会開催

11月30日・12月1 日の2 日間、12月25
日開通の首都高速王子線で見学会が

行われ、約1: 万2 千人の方が訪れまし
た。王子線は、高速川口線と5 号池袋
線板橋のジャンクションを結ぶ、7. 1km

の首都高速道路です。この日、高速道
路を歩くことができる『めったにない
チャンス』と、記念撮影をする姿があ

ちらこちらで見られました。また、各
会場間を無料バスが運行し、高齢者や
子どもも楽に見学することができ大変
好評でした。 記念にハイ! ポーズ

感動がいっぱい!
‥
1
1
月
2
9
日
～
1
2
月
5
日
、
区
役
所

1
階
区
民
ロ
ビ
ー
で
「
障
害
者
文
化

祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
様
々
な

障
害
を
も
つ
人
の
作
品
展
示
や
、
庁

舎
ホ
ー
ル
で
の
舞
台
発
表
な
ど
日
ご

ろ
の
成
果
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
見

学
者
は
心
の
こ
も
っ
た
力
作
ぞ
ろ
い

の
展
示
物
や
ダ
ン
ス
に
感
心
し
き
り

で
し
た
。

わー、すごいなー!

公園まるごと
おもちゃ箱

12月8 日、谷在家公園がまるごとおもちや
箱に! ! 主催は、「これからの公園の活用を
話し合う会」。「もっと自由に・楽しい」活用
について考え、行動しています。 木を傷めな

い工夫をしながらロープを張り、綱渡りなど
をして楽しみました。また、ジャイガモをた
き火で焼いてみんなで食べたり、ドングリで
ネックレスを作ったり。木の名前を教えても
らいながら「ぼくの木だよ」とプレートの設
殼を手伝った子も。

当日は、いつもの公園で普段できないこと
ができて、みんな「たのしかった 冂 と喜ん
でいました。

ゆ
ら
ゆ
ら
し
て
…
こ
わ
ー
い

区内工業もがんばっています
1
2
月
9
日
～
1
0
日
、
区
役
所
庁
舎
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
「
あ
だ
ち
地
場
工
業
製
品

フ
ェ
ア
」
で
は
、
区
内
で
製
造
さ
れ
た

や
か
ば
ん
、
(
ン
ド
バ
ッ
ク
、
ラ
ン
ド
セ

ル
な
ど
が
展
示
・
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

返

内
在
住
の
伝
統
工
芸
士
の
実
演
(
刺

繍
・
木
彫
刻
・
打
刃
物
)
に
見
学
者
は

「
こ
れ
が
、
足
立
区
で
作
ら
れ
て
い
た
ん

だ
!

」、「
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
道
具
を

使
っ
て
作
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
!

」
な
ど

の
驚
き
の
声
が
あ
か
っ
て
い
ま
し
た
。

▲
匠の技を実演

古紙配合率75% 再生紙を使用しています K. R　286, 400


